
シンボルマーク 

J災込嘉綴薄 

12月25日、市内大町旧丸友デパート跡地 

の現場で成田市長をはじめ関係者約80人が

出席し「（仮称）立倭武多の館」新築工事地鎮

祭が執り行われ、工事の安全を祈願しました。 

穿初めの儀では、市長が中心市街地再活性化

のシンボル的役割を担う館に祈りを込めてく

わ入れを行い、平成16年3月末の完成に向

け工事が着工しました。 

開館は平成16年4月末頃を予定。立侵武多 

3台の通年展示、立侵武多製作所、祭りばやし

練習室、美術展示ギャラリー、市民参加型多目

的ギャラリー、展望ラウンジ・テラスなどが計

画され、交流と誘客の機能を持つ施設として期

待されます。 
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最
初
に
行
っ
た
の
は
梅
田
地
区
の
梅
泉
青
年
会
（佐
藤
聖
光
会
長
）
で
十
二
月
」
1
 

十
日
、
お
そ
ろ
い
の
装
東
で
身
を
包
ん
だ
若
者
十
八
人
が
熊
野
神
社
ま
で
の
ニ
キ
ロ

余
り
を
練
り
歩
きま
し
た
。
 

サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
の
掛
け
声
が
響
く
中
、
住
民
ら
は
門
口
で
拍
手
を
し
な
が
ら
こ
れ

を
迎
え
お
酒
を
振
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
 

平
成
十
三
年
に
四
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
今
回
で
三
年
目
と
な
る
同
青
年
会
の
佐

藤
会
長
は
、「地
元
の
若
者
はも
と
よ
り
、
帰
省
し
た
人
な
ど
年
を
追
う
ご
と
に
参
加

者
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」
と
 

う
ま
 
ひ
つ
じ
 

午
か
ら
家
比
か
け
て
各
地
で課
参
り
 

新
年
を
お
親
い
し
翼
戴
豊
餓
と
無病
良
災
願
ラ
 

最
後
は
、
元
旦
の
朝
行
わ
れた
前
田
野
目
地
区
の
裸
参
り
で
す
。
 

十
七
年
間
続
い
て
い
ま
し
た
が
昨
年
は
、
自
治
会
長
の
新
谷
賢
司

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
た
め
や
む
な
く
中
止
し
ま
し
た
。
雪
混
じ
り

の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
人
の
若
者
が
バ
ケ
ツ
で
勢
い
よ

く
水
を
浴
び
身
を
清
め
お
供
え
と
お
神
酒
を
担
ぎ
、前
田
野
目
分

館
か
ら
松
倉
神
社
ま
で
の
四
百
メ
ー
ト
ル
を
サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
の
掛

け
声
と
と
も
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

新
谷
久
雄
新
自
治
会
長
は
、「
参加
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
不
景

気
を
吹
き
飛
ば
し
た
い
と
の
思
い
で
お
祈
り
し
ま
し
た
。
今
年
は

い
い
年
に
な
って
欲
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

裸
参
り
に
か
け
る
想
い
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

士
一
月
三
十
一
日
の
大
晦

日
、
飯
詰
地
区
で
は
十
二
人

の
志
願
者
がま
わ
し
に
白
足

袋
の
い
で
た
ち
で
参
加
し
ま

し
た
。
勧
進
元
の
鳴
海
初
男

さ
ん
方
で
は
、
同
地
区
の
登

山
ば
や
し
保
存
会
や
飯
詰
轟

曾
の
会
員
約
二
十
人
が演
奏
す
る
中
、
若
者
た
ち
は
水
を
は
っ
た

大
だ
る
に
次
々
と
飛
び
込
み
身
を
清
め
ま
し
た
。そ
の
後
、紅
白
の

鏡
も
ち
、福
俵
、し
め
縄
を
担
ぎ
稲
荷
神
社
に
奉
納
祈
願
し
ま
し
た
。
 

平
成
十
二
年
に
も
参
加
し
た
茨
城
県
か
ら
来
た
山
下
秀
樹
さ
ん

は
、
都
合
に
よ
り
昨
年
は
こ
れ
な
か
っ
た
の
が
大
変
残
念
で
す
。
 

今
年
は
裸
に
な
り
清
め
な
が
ら
新
年
を
お
祝
い
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
の
裸
参
り
は
三
百
五
十
年
以
上
続
い
て
い
る
恒
例
の

行
事
で
地
元
だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
も
見
物
客
が
来
て
い
ま
し
た
。
 

市
内
で

は
昔
か
ら

そ
の
地

域
地
域
に

よ
っ

て
新
年
を

お
祝
い
す

る
習
わ
し

が
た
く
さ
ん

あ
り

ま
す
。

そ
の
中
で
も
、

裸
参

り
は
藩

政
時

代
か

ら
続
い

て
い

る
伝
統
行
事
で

す
。
午
年
の
三
＋
日
か
ら

未
年
の
元

旦
に
か
け

て
、
市
内
三
カ

所
で
寒

風
吹

き
す

さ
ぶ
中
、
 

裸
の
若

者
が

五
穀
豊
鱗
と
無

病
息
災
を

願
い

な
が

ら
近
く
の
神
社

に
参
拝
し
ま
し
た
。
 

■裸参り 

藩政時代から伝えられ、一
年の防火と無病息災を祈願し

て行われる寒詣。その地域に
より旧正月に行われていると

ころもある。 



×
 

五
所
川
原
市
消

防
団
 

出
初

め
式
 

新
し
い
年
を
迎
え
志
気
を
高
め
る
 

×
 

一
月
五
日
、
五
所
川
原
市
消
防
団
の

出
初
め
式
が
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
（
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
十
分
団
、
六
百
三
十
人
の
団

員
は
観
閲
者
で
あ
る
成
田
市
長
か
ら
服

装
点
検
等
を
受
け
、分
列
行
進
を
行
い
 

無
火
災
や
無
災害
を
願
い
な
が
ら
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
ろ
う
と
士
気
を
高

め
ま
し
た
。
 

そ
の
後
の
式
典
で
は
、
毎
年
恒
例
の

ま
と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
、
新
春
を
祝
 

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
長
か

ら
「
整
然
と
規
律

あ
る
行
動
、
旺
盛

な
士
気
に
接
し
、
 

災
害
出
動
の
際
は

十
分
な
成
果
を
あ

げ
る
も
の
と
確
信

し
ま
し
た
」
と
の

講
評
が
あ
り
、
小

笠
原
長
生
団
長
が

優
秀
分
団
部
を
表

彰
し
ま
し
た
。
優

秀
分
団
部
表
彰
は

第
二
分
団
第
三
部
 

（広
田
）
、第
四
分

団
第
二
部
（
飯詰
）
、
 

第
七
分
団
第
二
部
 

（
上
藻川
）
、第
九

分
団
第
二
部
（
上

前
田
野
目
）
。
 

〒
鞍
縄

交
換
会
 

一
月
一
目
、
市
、
商
工
会
議
所
、
）」
 

し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
組
合
の
共
催

に
よ
る
新
年
名
刺
交
換
会
が
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
、
参
加

し
た
約
百
五
十
人
が新
年
を
祝
い
ま
し
 

た
 

。
 同

会
で
は
、
市
長
が
「
今
年
は
（
仮

称
）
立
候
武
多
の
館
の
建
設
も
あ
り
本

市
に
と
っ
て
大
切
な
一
年
と
なり
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
熱
意
と
叡智
を
結

集
し
て
“活
力
あ
る
元
気
な
五所
川
原
一

に
向
け
適
進
し
て
い
き
た
い」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
がと
う
ご
ざ
い
ま
した
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
I
I
I
ー
五
所
川
原
 

（
吉
田
直司
所
長
）
」
一
万
五
千円
 

（
ふ
れあ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
 

ト
益
金
）
。
 

〇
煎
茶
道
方
円
流
五
所
川
原
地
区
（葛

西
由
起
子
代
表
）
H
六
千
八
百
四
十

円
（
第
十
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
益

金
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
教
育
振興
会
へ
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
桑

田
茂
樹
会
長
）
H
十
万
円

（
家
族忘

年
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

目
指
す
は
世
界
の
ひ

の
き
舞
台
 

柔
道
の
野
呂
瞳
さ
ん
が
優
勝
報
告
 

昨
年
十
月
末
に
開
催
さ
れ
た
第
五
十
七
回
国
民

体
育
大
会
「よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
秋
季
大
会の
柔

道
成
年
女
子
団
体
で
優
勝
し
た
野
呂
瞳
さ
ん
（
み

ど
り
町
出
身
、
帝
京
大
一
年
）
が
、士
一
月
二
十

七
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

優
勝
の
報
告
を
受
け
た
市
長
は
、「全
国
に
五
所

川
原
の
名
前
を
は
せ
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
。
次

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

中
学
卒
業
後
に
青
森
山
田
高
校
へ
進
学
した
野

呂
さ
ん
は
、「団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
高
校
の
先
輩
と

同
級
生
だ
っ
た
の
で
優
勝
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で

す
。
も
っ
と
強
く
な
っ
て
日
本
代
表
に
な
り
、
世

界
で
活
躍
し
た
い
」
と
力
強
く
今
後
の
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。
 

3 平成15年1月15日 五所川原市役所 丑35-2111 



三ニイソフォメーショソ No.7 
FAX:O1 73-35-3617 

E-mail:goshogawara42@net.pref.aomori.jp  

パパの育児参加 
～男性だって 

子育てできるよ～ 

働く女性が増え、これからは夫婦ともに家事・育児を分け合って生活していく家庭がますます多くなると思

われます。 

平成3年に育児休業法が改正され、男女とも育児休業

を取得することができるようになりました。しかし、制

度を利用するのはほとんどが女性であり、男性は依然と

して少ない状況にあります。 

そんな中、県内の男性教諭として初めて育児休業を取

得し、「育児は楽しい」と実感した佐藤大輔さん（元町

在住）に育休についてお話を伺いました。 

なゼ胃児依業を取得したのごヲ力I 
妻が長女の育児休業中に2人目を妊娠していること

が分かり、「育児をしながら、仕事を続けていく自信

がない。やめたい」と話しました。私は、育児のた

め女性が仕事をやめなければならないという慣例に

負けて欲しくない、との思いがあったので話し合い

妻を説得し、私が育休を取ることに決めました。 

そうと決めてからも、男性が育休を取ることに対

するプレッシャー、また児童や保護者の方には申し

訳ないと思いましたが、周囲の人たちの励ましに勇

気づけられ頑張りました。 

弓俳中O)生xl -,フUごあ窟力It,'くだ1さU 
, 初めての主夫業はとにかく大変でした。炊事・洗

濯・掃除など、こなさなければいけない家事の多さ

に驚きました。妻がこんなに多くの仕事をこなして

きたのかと改めて感じました。仕事に出ていた時は、 

時間の区切りがあり、気持ちの切り替えができてい

たのですが、主夫業は時間の区切りがないため自分

でペースをつかんでいくことが必要でした。 

さらに、長女の保育園への送り迎えや長男の要求

にも応えながら、離乳食（ワンパターンとなる）を

考えるなど、とても忙しかったです。しかし、私に

とっては充実した日々でした。外に出て働くことと

は違った大変さがあり、孤独感やストレスも大きく、 

途中で外に出てお酒を飲みたいこともありました。 

そんな時、妻の実家の助けをありがたく思い、今は

感謝の気持ちでいっぱいです。 

奥様の属想をあI聞力Iせください 
妻は初め、私が育休を取ることに反対でした。世

間から、自分が「妻として、母親として務めをなし 

ていない」と思われるのが嫌だったみたいです。 

しかし、今思うとそれは世間体であり、「家族が平和

に暮らしていけるのだから、夫が家事・育児をする

ことは別にたいしたことじゃないんだ」と感じるよ

うになったようです。 

育休中の私に妻が点数を付けるとしたら100点満点

で、今は80点位だそうです 

これ力Iら結婚・子育こする人八
メッセー三ノをあ願Llし言す 

育休を取ることは、私だけではなく家族のチャレ

ンジでした。家族や職場の理解や助けをいただきな

がらやり遂げたという満足感でいっぱいです。また、 

外で働く者と家事・育児をする者が立場を入れ替わ

ることにより、妻との気持ちを共感することができ

たと思います。 

育児全般に携わることで「育児は楽しい」と実感し、 

自然と幼い子への愛情がわくようになりました。ま

た、育休を取ったことで視野が広がり主婦の方や、育

休を取る女性の気持ちも分かるようにもなりました。 

この育休が私にとってはかけがえのない経験にな

りました。これからも夫婦で協力して、育児も家事

もお互いできる範囲でやっていきたいです。 

r 

L 

＜佐藤大輔さんプロフィール＞ 

小学校教諭、31歳 

お子さんは、長女みことちゃん（3歳）と長男爽野 

ちゃん（1歳）の2人。 

平成13年8月から、爽野ちゃんが1歳になる14 
年3月までの約7カ月間、育児休業を取得。 

1 
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確定申告各種説明会 
五所川原税務署個人課税部門 TEL (34) 3152 

税務署では、平成14年分の確定申告について、次

のとおり各種説明会を開催（一日 2回）します。 

白色事業所得

者のため収支

内訳書・申告

書作成説明会 

農
所
 
業
者
 

得
  

1月30日困 

① 10時から 

② 13時30分から 

オルテ

ンシア 

営業等

所得者 

1月31日圏 

① 10時から 

② 13時30分から 

※いずれの所得者も税務署から送

付された収支内訳書・確定申告

書を持参ください。 

年金所得者に 

対する確定申 

告 説 明 会 

2月6日困 

① 10 

② 13 

※平成14 

みの方」が対象です。源泉徴収 

時から 

時30分から 

年の収入が「公的年金の 

中 央

公民館 

票のほか別途持参していただく

書類等がありますので、税務署

にお尋ねください。 

住宅借入金等 

特別控除申告 

説 明 会 

2月7日国 

① 10時から 

② 13時30分から 

※平成14年の収入が「給与所得の

みで住宅借入金等特別控除だけ

を受ける方」が対象です。控除

を受けるための要件と必要な書

類がありますので、税務署にお

尋ねください。 

ブ
、
鮮、
、」
」
 

責森県立北斗高等学校通信制の課程 
尾上総合高等学校分室 

平成15年度生徒募集 
尾上総合高等学校分室は、県の通信制高校の再編に 

より、青森県立北斗高等学校の分室として尾上総合高 

等学校内に設置された「単位制による通信制の高等学 

校」です。 

◆通信制教育の特色 

年齢・職業を問わず入学可能。3年で卒業可能。ス 

クーリングは日曜日・水曜日のうちいずれか 1日出 

校。他校で修得した単位を生かせる。科目聴講だけで 

も可能。 

◆入学願書受付期間 

新入生 2 月28日園-4月2日困 

転編入生 2 月28日国一～ 3月20日困 

※受付時間は9時から16時まで。土曜日・日曜日・ 

祝日は除く。 

◆申込先・間い合わせ先 

〒 036-0211 南津軽郡尾上町大字高木字松元7- 6 

尾上総合高等学校分室 TEL 0172(57)5528 

回 

             

回 保 年 金 

 

課 か 
~ 

り の お 

 

知 

 

- 

り 

             

国保年金課 内線 214・ 215・ 216 

国民健康保険の適正運営に 
ご協力を 

病気になったりケガをしたときに安心して医療

を受けられるように、国民健康保険や会社の健康

保険など、いずれかの医療保険に加入しなければ

ならないことになっています（国民皆保険制度）。 

とくに国民健康保険の場合、会社の健康保険な

どと違い、加入や脱退などの各種手続きを各自の

責任で行わなければいけません。 

もし、転職や退職などでどの医療保険にも加入

していないという人は、速やかに国民健康保険加

入の届出が必要となります。 

国民健康保険の運営基本は、適正な資格の適用

であるため、加入及び脱退の事実が発生した場合

には、必ず14日以内に届出をしましよう。 

高額療養費の支給月が 
変更と葛りました 

10月1日の国民健康保険法等の改正に伴い、 

高額療養費（国保加入者が保険医療機関等にかかり、 

自己負担額が高額になったとき、申請により支払

われる）について、10月診療分以降の支給月が下

表のとおりとなります。 

診 療 月 申 請 月 支 給 月 

平成14年 9月 平成14年10月 平成14年11月 

平成14年相月 平
平
 
成
成
 

 

4年 
4年 

日月 
~ 2月 

平成15年 1 月 

平成14年11月 
平成1 
平成1 

4年 2
5年 1 

月 
月 平成15年 2月 

平成14年12月 平
平
 
成
成
 

・

ー
2
  

に
J
に
J
 

年
年
 
月
月
 

平成15年 3 月 

※申請が上記申請月の翌月以降に行われた場合には、申請月
の翌月が支給月となります。 
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働く婦人の家 
生活講座受講生募集 

平成14年度青森県働く婦人
福祉講座受講生募集 

薫製作り教室 

身近にあるもので手軽に薫

製を作ります。玉子、ビーフジ

ャーキー、プチベーコンなど。 

⑥ 1月30日岡 

9 時～12時 

●講 師…坂本 洋子さん 

●費 用・・・実費（材料費）のみ 

●持ち物・・・エプロン、三角巾 

●定 員・・・32名（要申込み） 

誰でも簡単にできる 
レクリ工ーショソ5ソス 
無理なく、気軽にみんなで 

健康づくりをしましょう。 

⑥ 2 月10日明） 13時～15時 

●講 師…山内 政さん 

●服 装…動きやすい服装、 

ズック 

●定 員・・・30名（要申込み） 

●主 催・・・県商工観光労働部

労政・能力開発課 

申込先・問い合わせ先 働く婦人の家 公35-8898 
【お詫びと訂正】〈広報 1月1日号 P8) 「働く婦人の家」からのお知らせ、生
活講座1月30日開催の教室名「和菓子作り教室」を「薫製作り教室」に訂正し

てお詫びいたします。 

喝I 魯 
恩給欠格者…旧軍人軍属で恩給を受けていない方 

＠恩給法令でいう旧軍人軍属であって、年金たる恩給を受給するための最短在職年数に満たない方及び
旧軍人軍属として在職に関連する共済年金等年金たる給付を受ける権利のない方。 

①外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が 3 年以上の方及び実在職年が1年以上の方に、内閣
総理大臣の書状・銀杯を贈呈しています。（平和祈念事業特別基金等に関する法律第43条第1項に定
める慰労品の贈呈を受けた方は対象になりません。） 

②内地勤務経験のみの方で、加算年を含む在職年が 3 年以上の方及び実在職年が1年以上の方に、内閣
総理大臣の書状・銀杯を贈呈しています。 

③上記対象者で、請求を行うことなく亡くなられた方に、ご遺族からの請求に応じて対象者あての内閣
総理大臣名の書状を贈呈しています。（請求期限】平成17年 3 月31日） 

弓は易者・・・終戦に伴い本邦以外の地域から引揚げてこられた方 

⑥昭和42年の引揚者特別交付金を受給された方に、内閣総理大臣の書状を贈呈しています。 
（請求期限】平成15年 3 月31日） 

※請求書類は、市民課市民係に用意してあります。なお、すでに請求された方は、請求の必要がありま
せん。 

＊総務省認可法人 平和祈念事業特別基金フI)ーダイヤル 

【フリーダイヤル】0120-234-933 

国の教育ローン こ相談はお早め~ 回囲囲囲回園 

「もてかしのI《こ」 
サポーター募集 
県では、文化観光立県を実現する

ために 「自然環境を大切にする・環
境の美化を進める・観光客を温かく
もてなす」県民運動を進め、この運
動に積極的にご協力いただける方を 
「もてなしの心」サポーターとして
募集しています。 
サポーターは、県や市町村で実施

する観光イベント等各種行事にボラ
ンティアとして参加して頂きます。 

◆応募方法 
住所・氏名・年齢’性別・生年月日・
職業・郵便番号を明記のうえ、はが
きまたはFAX によりお申し込みくだ
さい。また、「もてなしの心」サポ 
ータ一研修会も開催しますので、興
味のある方は気軽に会場ノ＼お越しく
ださい。 

◆応募先 
〒 030-0861 青森市長島1-1-1 
青森県文化観光推進課 
FAX: 017-773-2691 

◆研修会 
01月25日（土）13時～15時 

五所川原地域職業訓練センター 
【講演】 テーマ 
「奈良美智展にみる 

ボランティア参加のケーススタディ」 
【講師】 
奈良美智展弘前実行委員会 
ボランティア部会長 大川 誠氏 

国民生活金融公庫では、高校、短大、大学、各種専門学校など
に入学・在学するお子さまをお持ちのご家庭を対象に、低利の教
育資金融資制度を設けています。志望校が決まりましたらお早め
にご相談ください。 

◇融資額】 
◇返済期間】 

◇返済方法】 

◇利 
◇申込先】 

学生・生徒一人につき200万円以内 
10年以内 在学期間内で元金据置可能 
（返済期間に含まれる） 
毎月元利均等払（ボーナス併用払、ステップ払も可能） 
年1.6%（平成15年1月 1日現在） 
〒036-8354 弘前市上鞘師町18-1 
商工会議所会館1階 国民生活金融公庫弘前支店 

五所川原市役所 公35- 2111 
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五所川原消防署管内12月の火災、救急、救助出動件数（単位【件） 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成14年 2 35 118 1,301 4 25 
平成13年 4 40 107 1, 320 1 33 
」七 	較 △ 2 △ 5 + 11 A 19 +3 △ 8 
平成14年度統一標語 

消す心 置いてください 火のそばに

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部 fi35-201  9 （内線 23) 

検察審査会にご相談を！ 
検察審査会は、検察官がある犯罪を裁判にか

けなかった場合に、その犯罪の被害にあった人

や犯罪を告訴・告発した人からの「あんな悪い

ことをしたのに処罰されないのはおかしい。調

べ直してほしい」 といった申立てに基づいて、 

検察庁から記録を取り寄せて裁判にかけた方が

よいかどうかを審査するところです。 

あなたの周りに、交通事故や詐欺などの被害

にあって苦しんでいる人はいませんか。検察審

査会は、そんな方の相談にのっています。秘密

は固く守られますし、相談・申立て・審査等の

費用は一切かかりません。検察審査会は、裁判

所の建物の中にありますので、お気軽にご相談

ください。 

【お間い合わせ先】 

9 036-8356 弘前市大字下白銀町7番地 

青森地方裁判所弘前支部内 

弘前検察審査会事務局 

TEL 0172 (32) 4321 内線350 

ご存知ごすか！ 

』貝24⑨は 
学校給食記念日ごす。 

学校給食週間（1 /24'-30) 
学校給食の歴史 

明治22年、山形県鶴岡町で貧困児童に昼食を出

したのが学校給食の始まりと

言われています。大戦中には

この給食が中断され、戦後の

昭和21年に再開されました。 

当時は食べ物がなく、子ども

たちの栄養補給が第一の目的

でした。 

この時、アメリ力の放出物資やユニセフの救援物

資（ララ物資）が大きな助けとなり、ミルクとパンの

給食が始まったのです。この日を記念し1月24日

を学校給食記念日としました。 

市では昭和22年に沖飯詰小学校が給食を開始し

たのが最初で、昭和43年

に学校給食センターの完成

により共同調理場で調理さ

れた給食を市内の小中学校

全校に届け、今日まで続い

ています。 

【お詫びと訂正】 〈広報 1月1日号 P11) 
オルテンシア 1月の催物案内、大ホール「ご入学おめで

とう大会」の開催日 口6日」を「26日」に訂正してお詫び
いたします。 
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活習慣病 
, r 

三三三 五所川原市食生活改善推進員会 

  

	香漬け I 切干大根の IIIII 

エネルギ - 3lkcaI カルシウム 32mg 塩分 0. 9g 

今年度の産業祭りに試食提供し、好評を得た 

ー夜漬けで弓o 爽也かな柚子の香りとパリパリ

とした歯ごたえ、ピリッと辛い

ところがとてもおいしいで弓0 
力ルシウム豊富芯切干大根・じ 

pこを使用しているところも良 

いと思いき弓o 	 三森敬子会長 三森 敬子会長 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター飯詰 1月28日因 10 :30 -12 :00 
コミュニテイセンター中川 1月29日困 10 :30-12 :00 
下岩崎集会所 2 月 7 日金 13 :30 -14 :30 

すくすく健診 
’ ◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間…12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

カ
 
月
 

 
4健
 
児
診
 

平成14年 
9 月生まれ 

2 月 4 日

因 

小児科診察、身体計測、 
神経芽細胞腫検査セット
配布、離乳食試食、育児
情報交換等 

1歳 6 カ月
児 健 診 

平成13年 
8 月生まれ 

2 月25日
因 

小児科・歯科診察、歯科
保健指導、身体計測、発
達相談等 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成11年 
10月生まれ 

2 月20日
困 

＊対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体
計測、尿検査、視聴覚検
査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは 翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

'I 	

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	容 

2月 5 日困 ●各月齢での成長 

2月19日困 10:00-12:0O 発達、育児、遊び 

※19日午後は電話予 13:00-15:00 栄養（離乳食等）相談 
約となっています。 ●子育て等の情報交換 

無議臓犀掌葺i章~ 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

1月19日 口
］
  

江渡内科医院 
五所川原市
旭町 7 34-3000 

1月26日 一
 

 櫛引クリニック 
五所川原市 
鎌谷町516- 10 33-1155 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2，その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 

【材 料（12人分）】 

切干大根 
	

60 g 
じゃこ 	 20 g 

しょうゆ 	1/4カップ 

砂糖 	 1/3カップ 

a‘酒 	 1/4カソプ 

酢 	 1/2カップ 

柚子の皮 	 少々 

唐辛子 	 少々 

（または柚子唐辛子・・・少々） 

【作り方】 

①切干大根はゴミを除き、塩もみのうえ良
く洗い、水を切り3cmの長さに切って

おく。 aを合わせ大根に混ぜて一晩置く。 
（次の日が食べごろです。） 

②じやこはさつと洗い、フライパンで空妙
りして力リッとさせる。 
じやこと唐辛子を①に混ぜ、柚子の皮の

千切りを散らす。 

× 
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